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【目的】
農産品は本来的に生物の機能を利用し生産されるものであることから､その特性は産地の自然的要素､人
為的要素に大きく左右される｡中国の国土は広くて多様な自然条件が存在していて､この多様性を活かした地
理的表示の数が多くあり､地理的表示による効果もよく期待されている｡
近年中国で地理的表示の利用で農家や企業などの個体､さらに地方全体の経済に良い影響をあたえること
が多く見られている｡特に農産品の販売による所得が所得全体の大きな割合を占める中国の農家にとって､
農産品のブランド化による高価格は収入を増やす一番よい方法だと考えられる｡しかし近年準公共財である
地理的表示の経営にフリーライダー問題がよく見られ､この事で消費者からの信用を失い､地理的表示全体
の発展に悪影響を及ぼす恐れがあると考え､経営活動にとって如何にフリーライダーを避けるかという事が
重要な課題になった｡
本研究の目的は二つがある｡まずは現在中国における地理的表示の経営モデルに存在するフリーライダー
問題を明らかにすることである｡さらに消費者に産品をはっきり見分けさせるために､地理的表示と企業ブ
ランドを同時に使用することがよく薦められている｡このような主副ブランドの方法のフリーライダー問題
の解消に対する有効性を検証することである｡
【材料と方法】
まずは既存研究を基に､中国地理的表示の経営モデルにおけるフリーライダー問題の現状を把握すると同
時に､問題が発生する原因を検討した｡その後､副ブランドという方法の有効性を図るために､地理的表示
として登録された三種類のお茶を調査対象にし､消費者に対するアンケート調査を行った｡
自然的要素､人為的要素､地理的表示に対する認知､地理的表示を経営する企業のブランドに対する認知
などの四つの説明変数が消費者の購買意欲に対してどのくらい影響を与えているかについて検証し､その間
の相関関係を分析した｡
【結果と考察】
既存研究と分析結果から､現在中国における農産出地理的表示の経営モデルにはフリーライダー問題の存
在が明らかである｡そして同業組合を中心とする経営モデルは主副ブランドという方法を提出し､フリーラ
イダー問題の解消に一定の有効性が存在すると認められたものの､その有効な程度はまだ理想的ではないと
いう結果になった｡
同業組合を中心にする経営モデルが現在中国の地理的表示の経営モデルに一番合理的な経営モデルであり､
これから標準モデルになる可能性が高いと考えられる｡如何にこの経営モデルに基づいて改良をくわえれば､
消費者の企業ブランドに対する認知を強化できるかということが今後の課題となる｡
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